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一、まほろばセミナー やまとことばで生命の文化を科学する 

 

 （一）やまとことばの「ココロ」の語源説について 

 伴信友の『方術原論』によれば『万葉集』の山上憶良の鎮懐石を詠じた長歌に

「弥許々呂を鎮めたまふ」と云ふ文句がある。これは神功
じんぐう

皇后が三韓征伐のとき

懐胎中でまさに臨月になり、お産を延ばすまじないに、筑紫の鎮懐石を抱き、そ

の懐の字、即ち御腹内のことをミココロといふのであるとのことである。ここで

御胎児であるが、原始日本語では腹内の物すなわち臓腑を通称したのである。信

友は、ココロとはもと腹中に凝ごりて覚ゆる臓腑を伝へるにて、さて万づの事を

念ひ知覚ゆるによりて、ココロに念ふなどといふ意味が出て来たのだといふ。現

に自分の生国なる若狭の山里の人は、猪や鹿などを屠って其の臓腑のことをす

べてココロと云ってゐると信友はいった。枕詞につづけていふムラギモのココ

ロも「肝向う心」もココロを臓腑と解釈することに由ってよくわかると信友は考

へた。これは「心」が内臓の働きによると考えられていたためである。『万葉』

の歌の「ミココロを鎮めたまふ」とある文句が、『古事記』の方には「御腹を鎮

め」となってゐる。『古事記』に御腹となってゐるから腹内のことをもとココロ

といったとするのである。信友はかくてミココロをミハラ内また御懐として解

いたのである。井上通泰博士の『万葉集新考』に於て、「ミココロは御腹なり」

と注記してある。内臓としてのココロの究竟の語源は、益軒の『日本釈名』をは

じめ大槻博士の『言海』に至るまでの新旧諸説いづれも凝るといふ意味だとして

あるのを採ってよかろう。『言海』には凝はコロといふ重言の約だとあるが、別

に古くから凝をココルといひ、連濁してコゴルといふ古語もある。煮コゴリだの、

鯉や鮒のコゴリとある俗語もそれから出たのである。トコロテンの古名はココ

ロフトであったが、このココロも同じく凝の義である。（東亜語源志） 

 

（二）三木成夫の「胎児の世界」と「顔の科学」に見るデボン紀の鱶の上陸劇 

 生命記憶の再現（胎児の世界、P80～）と神話に見る日本の情景、鵜葦草葦

不合命の誕生（顔の科学 P154～）について 

 

（三）やまとことばと漢字で量子物理学の謎の「重力」を考える－高等生命体

に「重力エネルギー」のセンサーはないの！？ →実はあるの！ 

漢字の「重い」と「動ごく」と「動力」と「エネルギー」と「潜在力」の関
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係について考える 

 

（四）やまとことばで生命科学の盲点に挑戦 

やまとことばと内臓脳思考の復権 

内臓脳とは嗅脳・大脳辺縁系と呼ばれる内臓筋肉のためのしくみのこと。大

脳は嗅脳から発生発達する。これと関わりの深いのが大脳辺縁系で、これは帯

状回海馬傍回、海馬回、偏桃体、乳頭体などの原皮質を総称する。この部は腸

管内臓系の筋肉の動きとともに存在し、情動に深くかかわり、海馬は記憶の形

成にかかわる。これが内臓記憶であり、心・肺・肝・腎を移植すれば個体の内

臓の好みの記憶のみならず、多くの事象の記憶もドナーから移植者にうつる。

ここは内臓筋肉のシステムであるから、一般動物では脳の中心をなし大きく発

達している。ヒトでは大脳の最下部や内部に押しやられているが、実は辺縁系

ではなくて、脳と生命体の中心系なのである。この周囲の辺縁に大脳皮質が発

達し、この周囲を覆ってしまったのである。脳の発生は、口の腸から成る単体

節動物の原索類のマボヤに顕著にはじまる。脳神経原器と口の腸の鰓と消化管

の仲立ちをするのが、大きく発達した脳下垂体の原器である。マボヤの考える

しくみは、口の鰓腸筋と腹腸筋肉のうごきすなわちあえぐ様か喜んで動く様か

酸素や養分の不足に苦しむかにはじまる。養分が満ち足りて、余った養分が蓄

積され、次代を担う生殖物質が腸管周囲に満ち満ちして来た頃になって潮と月

が満ちた時に、マボヤの生命体全体が喜悦のうちに生殖物質が海に放出され

て、脳の原器の働きも喜びに満ち足りて終わる。これが腸と脳の考えるしくみ

である。やまとことばで考えるということは、一言で言えば内臓脳思考という

ことであり、内臓腸管系感覚を研ぎ澄まして、物を人一倍深く考えようという

ことである。それには原始脊椎動物の源のマボヤとフカのネコザメとヒトの体

のしくみについて、やまとことばで考えて見た結果の一部を図説する。はじめ

に生命の象徴の勾玉を示す。これは心の象徴であり、胎児と内臓腸管の象徴で

ある。三種の神器の一つの勾玉は糸魚川の剛玉で出来ている。ホヤを取水孔

（口）と排水孔（肛）を結ぶ線で二分すると、左半球に口・鰓・下垂体・食

道・胃・生殖腺が存在し、右半球に腸管・生殖腺・直腸・肛がある。一束の鰓

に一つ心臓がつく。エイと鱶では舌筋と心筋が鰓腸内臓筋でできていて鰓を動

かしつつ血液を鰓腺に巡らせる。鰓と肺の電顕像を比べると、ともに赤血球造

血器官である。鰓にはないリン脂質の界面活性剤の分泌腺が肺には存在する。 



 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 

 

 



 

12 

 

 




